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論　　文　　の　　要　　旨
　3次元多様体の構造を，ヘガード図式でとらえることによってラよい情報が得られることが知ら
れている。本論文で著者は、3次元球面を表わすヘガード図式に随伴する基本群の表示について論
ずる。この場合ラ基本群そのものは知られているがラ基本群の表示についてはほとんど知られてい
ない。これに関しヨ本問一落合はヲ種数2のヘガード図式の表わす3次元多様体の中でラ単連結で
あることが確かめられる多数の例について雪群表示の2個の関係因子の一方が他方の部分語として
含まれヨこの性質に基づく相互代入を繰り返し用いて自明な群表示に簡約化できラしかもそれらが
表わす3一次元多様体は事すべて3次元球面であることを示した。これは興味ある事実を示唆するも
のであるが，数学的な意味での結論といえるものではなくラいはば予想にとジまる。本論文はこの
予想に数学的な意味での解答を与えたものである。主な結果は次の通りである。
（1）3次元球面を表わす任意のヘガード図式に随伴する基本群の表示に対してラ巡回的既約形式と
　して合同になるものでヨ単純に自明な群表示が常に存在する。
（2）3次元球面を表わす任意のヨ種数2のヘガード図式に随伴する基本群の表示について，その巡
　回的既約形式が既に自明な群表示と合同である場合を除けば雪変形結果として得られる群表示の
　巡回的既約形式が。再び3次元球面を表わすあるヘガード図式に随伴する基本群の表示の巡回的
　既約形式と合同になるような代入変形が常に存在する。
（3）3次元球面を表わす任意のラ種数2のヘガード図式に随伴する基本群の表示はヨ強単純に自明
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　である。
　これに関連して青一般種数のソリッド画トーラスの境界上の単純閉曲線とヨそれに対応する語に
ついてヨ代数的操作に対応する自然な幾何学的操作が存在することラ種数2のソリッド1トーラス
の境界上の双対子午線の語による特徴づけなどの結果が示されている。
審　　査　　の　　要　　旨
　ヘガード図式に随伴する基本群の表示から、その基本群の構造を知ることが出来れば雪3次元多
様体の研究に大きな前進をもたらす。本論文で引用された本問一落合の仕事も、それをねらったも
のであった。その後，幾何学的考察を加えることによって基本群の表示を簡約化する方法が。本問
らによって考えられている。本論文による簡約化はヨ全く代数的なもので，かつ自然な方法によっ
て果される。従ってヨそれは本間一落合の予想の完全な解決ということが出来る。著者はこれを証
明するにあたり雪ヘガード図式の概念を一般化し広い立場から問題を見直し手術の手法を駆便する
ことにより結論に到達した。その創意と力量は高く評価される。なお，主定理に関連して得られた
いくつかの結果もヨそのもの自体興味あるもので今後の発展が期待される。
　よってヨ著者は理学博士の学位を受けるのに十分の資格があるものと認める。
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